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広
島
大
大
学
院
（
東
広

島
市
）
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
姐
曰
、
熱
を
電
力
に
変

え
る
熱
竈
変
換
で
、
熱
伝

導
率
を
下
げ
る
原
子
の
動

き
の
原
因
を
、
レ
ー
ザ
ー

光
を
使
っ
た
実
験
で
初
め

て
解
明
し
た
、
と
発
表
し

た
。
伝
導
率
が
下
が
る
と
、

効
率
よ
く
電
力
が
得
ら
れ

る
。
ご
み
焼
却
炉
の
廃
熱

な
ど
を
利
用
し
た
熱
電
発

電
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

地
球
温
暖
化
対
策
に
役
立

1111霊ji鑿'111i1lIil1iili1i鑿|鍵liliiil蔓:1１熱
伝
導
抑
制
の
原
因
解
明

省
エ
ネ
素
材
開
発
に
期
待

の
両
端
に
温
度
差
の
あ
る

物
質
を
置
く
と
電
力
が
生

じ
る
現
象
を
応
用
ｏ
宇
田

川
教
授
ら
は
、
物
寶
に
し

つ
と
期
待
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
成
果
で
技
術
開
発

が
進
む
と
期
待
さ
れ
る
。

総
合
科
学
研
究
科
の
宇

田
川
眞
行
教
授
ら
で
、
論

文
は
、
米
国
の
物
理
学
雑

誌
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
レ
ビ
ュ

ー
レ
タ
ー
ズ
」
（
先
月
妬

曰
付
ソ
に
掲
載
さ
れ
た
。

熱
電
発
電
は
、
半
導
体
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都
内
で
公
聴
会

体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
牛
や

豚
、
そ
の
子
孫
の
肉
や
乳

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
厚

ク
ロ
ー
ン
牛
子
孫

米
、
出
荷
自
粛
せ
ず

１
ザ
ー
光
を
照
射
し
た
と

き
に
得
ら
れ
る
光
を
観
測

し
、
半
導
体
中
の
原
子
構

造
体
が
大
き
い
ほ
ど
、
原

子
の
運
動
が
活
発
化
し
、

熱
伝
導
率
を
下
げ
る
こ
と
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日本人３人目の米ツアー制覇、

い■鱗|蝋霊
アルプス・外野席一新鰯
阪神甲子園球鰯（兵庫県西宮市）のアハ
プス・外野席リニユーアルエ頭の概要力

発表された。荷物を下に潤ける新座席や
内野席全休を麹う銀傘など快適性向上を
鬮視。今季オフに識字し来年３月完成。

広大院

で
厚
労
省
は
、
米
国
が
ク

ロ
ー
ン
家
畜
の
子
孫
に
つ

いては出荷自粛対象か・
ら
は
ず
し
た
こ
と
を
明
ら
一

生
労
働
省
と
農
林
水
産
省

は
岨
曰
、
東
京
都
内
で
公

は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
一

因
は
不
明
だ
っ
た
。

【
井
上
梢
】

を
突
き
止
め
た
。

通
常
の
金
属
で
は
熱
伝

導
率
が
高
く
、
両
端
の
漏

度
が
す
ぐ
に
同
じ
に
な

り
、
効
率
よ
く
電
力
が
得

ら
れ
な
い
。
半
導
体
中
の

原
子
の
活
発
な
運
動
が
熱

伝
導
率
を
抑
制
す
る
こ
と

りそな､野村ＨＤと提携意欲圃田

ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ会識｢最新型｣例外で合意かlB1Ur開
い
た
。
こ
の
右

五輪商戦、薄型ＴＶ出そろう

司
一
酌
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